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道では、道内900社の企業経営者を対象に、自社の経営状況や北海道内の

概 要 景況感などについて、四半期ごとに調査を実施しています。

このたび、令和５年第Ⅳ四半期（10-12月）の調査結果を取りまとめまし

たので、お知らせします。

【調査方法等】

・道内企業900社を対象に、自社の経営状況や景気の見通し、経営を取

り巻く環境変化などについて、四半期毎に調査を実施。

・調査時点：令和５年12月31日

・調査方法：郵送またはインターネットによるアンケート調査

・回答企業：５４７社（回答率６０.８%）

【今回調査（令和５年10－12月期）のポイント】

①定例調査

・今期の業況感ＢＳＩ（全道）は、前期（R5年7-9月期）から５ポイント下降し

△６ポイント。

・来期（R6年1-3月期）の見通しは、今期から４ポイント下降し△10ポイント。

②特別調査

(1)原油･原材料価格高騰の影響について

・原油･原材料価格高騰の影響については、96.1％の企業が「影響があ

る」と回答。

・調査開始（R5年4-6月期）以降、「影響がある」と回答した企業の

割合は、９割を超える高い水準で推移。

(2)価格転嫁の状況について

・価格転嫁が進んでいない企業の割合は、調査開始(R4.7-9月期)以降、

減少傾向にあり、徐々にではあるが、価格転嫁が進んでいるものの

依然として５割存在しており、厳しい状況にある。

(3)人手不足の状況について

・人手不足の状況は、正規従業員が61.1％、非正規従業員が41.9％。

・人手不足の影響は、｢生産性やサービス等の低下｣が最も多く47.7％、

影響緩和策は、「賞与･賃金の引き上げ」が最も多く67.7％。

参 考 詳細は、道の下記ウェブサイトをご覧ください。

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/kks/bsi.html
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